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１. 研究目的 

身近な植物をテーマにシミュレーションを行うこ

とで、シミュレーションの技術を身に着ける。ま

た、植物の子孫を残す戦略を深く知る。 

２. 研究方法 

◎植物の繫殖戦略のうち機械散布での繫殖能力に

どのような条件がどのように影響を及ぼすのか？ 

・調べる条件は以下の 4 つだ。 

 ❶種子を飛ばすキョリ ❸種子の個数 

❷種子を飛ばす時間の間隔 ❹葉の広げ方 

・大まかには以下の図ようなプログラムを書いた。 

※エージェント→人間や生物など、自分の周囲の

状況を把握し、一定のルールのもとで自立的に行

動する主体 ここでは植物 

※機械散布→植物が自らの力ではじけ飛ぶことで

種子を遠くに運ぶ方法 

3. 研究結果 

プラグラムがうまく動かなかった。 

・②の図がどのように記述しても意図した図が表

示されない。 

・図が動かない。 

・コピーを生成しても、もとのエージェントと同

じような働きをしない。 

・③での秒数のカウントが意味を成していない。 
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４. 結論 

自分の現在の能力ではプログラムの不具合を解決

できなかった。 

5. 今後の展望 

既存のプラットフォームを利用するなど、現段階

でも結果が出せるような研究方法で行う。 
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